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~ 
臨時町議会

閥
抗
一
一
一
億
一

一
千
百
万
一
一
千
円

ー
茶
堂
猪
ノ
窪
海
上
線
道
路
改
良
事
業
費
な
どj

平
成
十
年
度
の
八
月
臨
時
町
議
会
が
、
去
る
八
月
六
日
聞
か
れ
、
一
般
会
計
補
正
予
算
案
な
ど
議
案
五
件
が

提
案
さ
れ
ま
し
た。

提
案
さ
れ
た
議
案
は
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た

。

一
補
正
予
算

口

一
般
会
計

茶
堂
猪
ノ
窪
海
上
線
道
路
改
良

事
業
費
な
ど
総
額
三
億
二
千
百
万

二
千
円
の
補
正

(
累
計
予
算
総
額

五
、

五
九
三
、
七
八
五
千
円
)
と

な
り
ま
し
た

。

主
な
補
正
の
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

O
臨
時
福
祉
特
別
給
付
金
支

給
事
務
費

八
三
五
千
円

。
地
方
改
善
施
設
整
備

事
業

費
(
茶
堂
猪
ノ
窪
海
上
線

道
路
改
良
事
業
費

)

三
一
九
、
O

一
O
千
円

0 ・・・・
つ専
い決
て処
分
事
項
の
承
圭刃

般
議
案

川
内
町
ふ
る
さ
と
交
流
館

の
事
故
に
つ
い
て
損

害
賠
償

、

慰
謝
料
等
に
関
す
る
紛
糾
解
決
の

た
め
の
調

停
を
即
時
に
申
立
て
る

必
要
が
あ
っ
た
た
め
専
決
処
分
し

た
の
で
、

議
会
に
報
告
し

、

承
認

を
求
め
た
も
の

O
平
成
十
年
度
県
費
補
助
事
業

三
軒
屋
音
回
線
道
路
改
良
工
事

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

O
平
成
十
年
度
公
共
下
水
道
事
業

叩
ー
補
|
管
渠
工
事
②
請
負
契

約
の
締
結
に
つ
い
て

O
平
成
十
年
度
公
共
下
水
道
事
業

叩
ー
補
|
管
渠

工
事
③
請
負
契

約
の
締
結
に
つ
い
て

必〉則肉町ふ3さど交総館

@@@@⑨ 

募
集
す
る
職
種
及
び
定
員

は
次
の
と
お
り
で
す
。

O
事
務
所
職
員

(パ
l

ト

)

ω
歳
位
ま
で
の
方

若
干
名

O
施
設
係

(
パー
ト

)

日
歳
位
ま
で
の
方

若
干
名

O
厨
房
係

(
パl
ト

)

日
歳
位
ま
で
の
方

若
干
名

A

勤
務

(
午前
9

時
か
ら
午
後
4

時
ま
で
)

B

勤
務
(
午
後
4

時
か
ら
午
後
日

時
ま
で

)

時
給
7

0
0

円
以
上

パ
ー
ト
職
員
の
勤
務
時
間
は

7

時
間
を

予
定
し
て
お
り
、
月
日
日

程
度
の
勤
務
で
す
。

ご
希
望
の
方
は
履

歴
書
を
持
参

の
上

、

役
場
福
祉
謀
へ
9

月
幻
日

ま
で
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い

。

な

お
、
勤
務
条
件

等
の
詳
し
い
こ
と

は
、
川
内
町
役
場
福
祉
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



l 福祉課 | 春に引き続き

臨時福祉特別給付金が支給され拭
平成10年分所得税等の特別減税の追加実施に関連し、老齢福祉年金等の受

給者、低所得の在宅ねたきり老人等、高齢の低所得者に対して春に引き続き臨
時福祉特別給付金が支給されます。
臨時福祉特別給付金には、福祉給付金、介護福祉金、特別給付金があります。

一
福
一
世
給
付
金

支
給
対
象
者

平
成
十
年
八
月

一
日
に
お
い
て

次
の
年
金

・

手
当
の
受
給
者
等

①
老
齢
福
祉
年
金
受
給
者

②
障
害
基
礎
年
金
等
受
給
者

ァ
.

年
金
証
書
の
年
金
コ
ー
ド

の
先
頭
三
桁
が
「
6
3
5

」

「2
6
5

」

ィ
.

年
金
証
書
の
年
金
コ
ー

ド

の
先
頭
三
桁
が
「
5
3
5

」

「0
6
2

」

③
遺
族
基
礎
年
金
等
受
給
者

ァ
.

年
金
証
書
の
年
金
コ

l

ド

の
先
頭
三
桁
が
「
2
7
5

」

「2
8
5

」

ィ
.
年
金
証
書
の
年
金
コ
l

ド

の
先
頭
三
桁
が
「
6
4
5

」

「0
7

2

」
「0
8
2

」
「l

0
2

」

④
児
童
扶
養
手
当
受
給
者

⑤
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
に

係
る
障
害
児

⑥
特
別
障
害
者
手
当
受
給
者

⑦
障
害
児
福
祉
手
当
受
給
者

③
福
祉
手
当

(経
過
措
置
分

)
受

給
者

⑨
原
爆
被
爆
者
諸
手
当
受
給
者

※
た
だ
し
、
生
活
保
護
受
給
者

、

社

会
福
祉
施
設
入
所
者
等
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
を
通
じ
て

別
途

一時
金
が
支
給
さ
れ
る
の
で

、

支
給
対
象
と
な
り
ま
せ
ん

。

前
記
②
の
イ
、
③
の
イ
の
受
給

者
に
つ
い
て
は

、
町
民
税
の
納
付

す
べ
き
額
が
な
い
者

(そ
の
者
が

他
の
者
の
控
除
対
象
配
偶
者
又
は

扶
養
親
族
の
場
合
は

、

当
該
他
の

者
の
町
民
税
の
納
付
す
べ
き
額
が

な
い
場
合

)
の
み
が
対
象
と
な
り

ま
す
。

支 浅1
給 晦引

装型l
者

っ

き一
万
円

一
介
護
福
祉
金

支
給
対
象
者

平
成
十
年
八
月

一
日
現
在
で

、

町
民
税
の
所
得
割
の
納

付
す
べ
き

額
が
な
い
者

(そ
の
者
が
他
の
者

の
控
除
対
象
配
偶
者
又
は
扶
養
親

族
の
場
合
は
当
該
他
の
者
の
町
民

税
の
所
得
割
の

納
付
す
べ
き
額
が

な
い
場
合
)
又
は
生
活
保
護
受
給

者
で

、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
者

①
六
十
五
歳
以
上
の
ね
た
き
り
又

は
痴
呆
の
者
で
あ
っ

て
常
時
介

護
を
要
す
る
状
態
が
六
ヵ
月
以

上
継
続
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ

る
者

②
障
害
児
福
祉
手
当
受
給
者

③
特
別
障
害
者
手
当
受
給
者

④
福
祉
手
当
受
給
者

※

た
だ
し
、
病
院
な
ど
に
継
続
し

て
三
ヵ
月
を
超
え
て
入
院

(入
所
)

し
て
い
る
者
や
社
会
福
祉
施
設
入

所
者
は
、
在
宅
介
護
の

支
援
と
い

う
介
護
福
祉
金
の
趣
旨
か
ら
支
給

対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん

。

支
給
対
象
者

一
人
に
つ
き

三
万
円

一
特
別
給
付
金

支
給
対
象
者

平
成
十
年
八
月

一日
に
お
い
て

、

町
民
税
の
納
付
す
べ
き
額
が
な
い

年
齢
六
十
五
歳

以
上
の
者
(
そ
の

者
が
他
の
者
の
控
除
対
象
配
偶
者

又
は
扶
養
親
族
の
場
合
は
、
当
該

他
の
者
の

町
民
税
の
納
付
す
べ
き

額
が
な
い
場
合
)
で
あ
っ

て
、
福

祉
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
な
い
者

※
た
だ
し
、
生
活
保
護
受
給
者

、

社
会
福
祉
施
設
入
所
者
等
に
つ
い

て
は

、

そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
を
通
じ

て
別
途

一
時
金
が
支
給
さ
れ
る
の

で
、
支
給
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

支
給
対
象
者

一
人
に
つ
き

一
万
円

支
給
申
請
は
叩
月
1

日
か
ら

刊
月
初
日
ま
で
に
!

支
給
対
象
の
方
は
、

印
か
ん

、

預
金
通
帳
と
年
金

・

手
当
を

受
給

一

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
証

書
等

一

を
ご
持
参
の
う
え

、

十
月

一
日
か

一

ら
十
一
月

三
十
日
ま
で
に
役
場
福

一

祉
課
で
支
給
申
請
の
手
続
き
を
行

一

っ
て
く
だ
さ
い

。

一

な
お
、
期
限
ま
で
に

、

申
請
の

一

な
い
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の

一

で
忘
れ
ず
に
申
請
を
行
っ
て
く
だ

一

，
、?
3

0

-

」

C

B
V

一

{
問
い
合
わ
せ
先
}
一

川
内
町
役
場
福
祉
課

一

8
9
6
6

・
2
2
2
2

仰
」



加
入
し
て
な
い
と
、

こ
ん
な
こ
と
に
も
:
f

も
し
、
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
な
い
と
・
.. 

ー
万
一
、
ケ
ガ
や
病
気
で

障
害
者
に
な
っ
た
と

障
害
基
礎
(
厚
生
)
年
金
を
受

給
で
き
る
の
は
、
保
険
料
納
付
済

期
聞
が
加
入
期
間
の

三
分
の
二
以

上
あ
る
人
で
す
(
平
成
十
八
年

三

月
ま
で
に
初

診
日
が
あ
る
と
き
は

直
近
の
一
年
間
に

未
納
が
な
け
れ
ば

よ
い

)。
と
こ
ろ
が

、

二

十
歳
以
降
未
加
入

だ
と
保
険
料
も
未

納
期
間
と
な
り
、

万
一
、
ケ
ガ
や
病

気
で
障
害
者
に
な

っ
た
と
き
も
年
金

が
受
け
ら
れ
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す

。

?玄
老
齢
基
礎
年
金
が
減

額
に
な
っ
た
り

、

も
ら

将
来
、
老
齢
基
礎
年

金
を
受
け

る
た
め
に
は

、
原
則
と
し
て
最
低

で
も
二
十
五
年
以
上
の
加
入
期
間

が
必
要
で
す
。

こ
の
期
間
が
足
り

な
い
と

、

保
険
料
の
納
付
期
間
も

少
な
く
な
り
、
年
金
額
が
減

っ
た

り

、

受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

で
す
か
ら
、
一
刻
も

早
く
加
入
し
て
保
険
料
を
納
め
ま

ー
レ
ト
小
、
「
ノ
。

~@ 
せ
っ
か
く
の
保
険
料

が
"
掛
け
捨
て
“
に

将
来
、
厚
生
年
金
に

加
入
す
る

と
、
給
料
か
ら
天
引
き

で
保
険
料

年の中途で土地(家屋)
の売買があった場合は@ 

。私は平成咋11月に印刷
の売買契約を締結し、平成 10年3月
には買主への所有権移転登記を済

ませました。 平成10年度の固定資産税は誰
に課税されますか。 を

払
い
ま
す
が
、
国
民
年
金
に
加

入
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
年
金

受
給
に
必
要
な
保
険
料
納
付
月
数

が
満
た
せ
な
い
と

、

厚
生
年
金
の

保
険
料
が
“
掛
け
捨
て
"
の
か
た

ち
に
な

っ

て
し
ま
い
ま
す

。

g
 

ほ
と
ん
ど
の
会
社
は
、
入
社
時

会
社
に
入
る
と
き
な

ど
に
"
し
ま
っ
た
!

‘

に
牢
金
手
帳
」

の
提
出
を
求
め

ま
す
。

と
こ
ろ
が
、

そ
の
と
き
に
加

入
し
て
い
な
い

と
、
あ
わ
て
て

加
入
手
続
・
・
・
と

い
う
よ
う
な
こ

と
に
な
り
ま
す
。

二
十
歳
に
な

っ
た
ら

、
す
み
や

か
に
加
入
手
続
を
し
て
お
き
ま
し

ト
品
、
司
ノ
。

こ
ん
な
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
、

早
く
加
入
手

続
き
を
ー

a‘ 

A 平胤0年度の院資産制、あな
たに課税されます。 地方税法の規定
により、土地については賦課期日(毎

年1月 1 日 )現在、土地登記簿に所有者として
登記されている，人に対し当該年度分の固定

資産税を課税することになっているからです。
なお、売主と買主の間で固定資産税を月

割按分して負担する場合の月数計算の始期
(例えば、 l月 1 日ま

たは4月 1 日 等)に
ついては、固定資

産税は年税である
ため特に定められ

ているものではあ

りません。(家屋の
売買があった場合

も同様の取り扱い

となりますユ)



給
水
装
置
工
事
事
業
者
の

指
定
に
つ
い
て

水
道
法
の
規
定
に
よ
り
、
四
月

か
ら
七
月
ま
で
の
問
、
申
請
の
あ

り
ま
し
た
下
記
の
業
者
を
給
水
装

置
工
事
事
業
者
と
し
て
指
定
し
ま

し
た
。

水
道
を
新
規
開
栓
す
る
場
合
や

修
繕
・
撤
去
等
の
工
事
は

、

指
定

業
者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い

。

な
お
、
指
定
業
者
は
一
定
の
資

格
を
備
え
て
い
れ
ば

、
町
内

外
の

業
者
を
問
わ
ず

、
指
定
を

受
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

。

※
給
水
装
置
と
は

、
町
の
施
設
し

た
配
水
管
か
ら
分
岐
し
て
設
け

退職者
医療制度

会社などを退職し年金を受けられる人は、

老人保健の適用を受けるまでの間「退職者

医療制度」で医療を受けることになります。

ら
れ
た
給
水
管
及
び
こ

れ
に
直

結
す
る
給
水
用
具
を
い
い
ま
す
。

箱ゐfメ

線
制
界
民
ふ
れ4
}

t
i
t
-

-

1
1
1
1
1
E

'

民
各官
出

)ê水管
給水装置の標準図 (直結式給水)

問
自

水
\
給

h
y
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メ道水
栓
水止

(苅象と培奇人〉

①国保に加入している人

②老人保健の適用を受けていない人

①厚生年金や各種共済組合などの年金を受け

られる人で、その加入期闘が20年以上、もしく

は40歳以降10年以上ある人

川内町水道指定給水装置工事事業者
( 8月 5日現在)

fi966-3475 

包966-2453

fi966-2020 

fi966-2073 

fi966-2046 

包966-4148

fi975-5317 

fi966-2332 

fi966-4488 

fi973-6895 

fi975-3244 

(順不同)

fi945・4820

川内町大字南方573・5

南方283-5

南方605

南方255-4

北方3195-1

北方875

則之内乙2107

南方2190-3

松山市来住町644・5

松山市余戸中2丁目2・1

松山市桑原7丁目6-32

松山市高井町1168

〆r

" 

" 

" 

" 

" 
〆r

. (株) ヨシフジ

・アオノ電器商会

-渡部電水工業(株)

. (有) 宮脇機械商会

. (有) 大西商会

・渡部電機水道工業所

①退職被保険者と生活をともにし、主に退職被

保険者の収入によって生計を維持している人

②退職被保険者の直系尊属、配偶者(内縁でも

よい)と3親等内の親族、または配偶者の父母

と子

③国保の加入者で、老人保健の適用を受けて

いない人

④年間の収入が一定額未満の人

(被練費者と"奇人〉

. (有) 川内建設

.日進建設(株)

. (有 ) 設備社おおうえ

. (株) ホーム設備

・池田水道工業(株)

. (株)共進建設

(届11出のしかた)

年金の受給権が発生したら加入します。 年金

証書をうけたら世帯主は14日以内に届け出をして

ください。

※届け出に必要なもの

年金証書・保険証・印かん

(歯医者~'" 1;: 1J' 1J'奇とき〉
退職者医療制度で診療を受ける場合、自己負

担分は次のようになります。

八
月
一
日
付

役
場

2 人職
と 事員
品異
思動

O
水
道
課
課
長
補
佐

大
野
茂

(清
掃
セ
ン
タ

ー
長
補
佐
)

O
福
祉
課

乃
万(水

道
課
)

尚

被扶養者 (家族)

外来

3割

入院

2割

退職被保険者 (本人)

外来

2割

入院

2割

a画‘



h
叶
d

Aun

><

こ
の
制
度
は

、

身
体
に
障
害
の

あ
る
人
々
の
更
生
援
護
の
相
談
に

応
じ

、
必
要
な
指
導
を
行
う
と
と

と
も
に

、

身
体
障
害
者
地
域
活
動

の
推
進

、

関
係
機
関
の
業
務
に
対

す
る
協
力

、

身
体
に
障
害
の
あ
る

者
に
関
す
る
援
護
思
想
の
普
及
等

、

身
体
に
障
害
の
あ
る
者
の
福
祉
の

援
護
に
資
す
る

こ
と
。

口
相
談
員
の
業
務

川
身
体
障
害
者
の

地
域
活
動
の

推
進
を
図
る
こ
と

。

ω
身
体
障
害
者
の
更
生
援
護
に

口
目

固'‘

“ 

ガス湯沸器や
ガスふろがまを
取り付ける時は

確認を/

関
す
る
相
談
に

応
じ

、
必
要

な
指
導
を
行
う
こ
と
。

同
身
体
障
害
者
の
更
生
援
護
に

っ
き

、

関
係
機
関
の
業
務
に

協
力
す
る
こ
と
。

-
j

愛
媛
県
か
ら
の
お
知
ら
せ
j

一
平
成
同
年
度
米
穀
販売業

一
新
規
登
録
(後
期

)
申
請

一
手
続
き
に
つ
い
て

• • 
い
愛
媛
県
内
で
新
た
に
計
画
流
通

勺
小
の
販
売
(卸
売
業

・
小
売
業
)
を

一行
お
う
と
す
る
場
合
に
は

、

愛
媛

・

県
知
事
の
登
録
を
受
け
る
必
要
が

• 
-

あ
り
ま

す
0

• 
・

今
年
度
か
ら

年
二
回

(
前
期
登

・

録
一
六
月
、
後
期
登
録

一
十
二
月

)

.

登
録
受
付
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な

・

り
ま
し
た

。

後
期
登
録
を
受
け
よ

亀
川
・

う
と
す
る
方
は

、

平
成
十
年
九
月

・
・
司
・
a

』
'
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

4
，

a

・
十
五
日
か
ら
周
年
十
月
三
十
一
日

• 
・
ま
で
に
申

請
手
続
き
を
し
て
く
だ

• 
-

い
さ
い0

• 
-

こ
の

登
録
申
請
手
続
き
に
つ
い

• 
-

て
は
、
次
の
窓
口
で
受
付
し
て
い

.
ま
す
。

一
{
県
内
小
売
業
の
場
合
}

一
松
山
地
方
局
産
業
経
済
部
農
政

一
水
産
課

(
E
9
4

1

・
1
1
1

一
1
内
線
2
1
5

)

一
{
卸
売
業
・
県
外
小
売
業
]

い
農
林
水
産
部
農
産
園
芸
課
食
糧

• • • • • 

努
め
る
こ
と
。

同
そ
の

他
前
各
号
に
付
帯
す
る

業
務
を
行
う
こ
と
。

以
上
が
相
談
員
の
目
的
と
業
務

で
す
が
、
要
約
す
る
と
障
害
者
に

身
体
障
害
者
相
談
員
制
度

川
身
体
障
害
者
に
対
す
る
国
民

の
認
識
と
理
解
を
深
め
る
た

め
、
関
係
団
体
等
の
連
携
を

図

っ
て
援
護
思
想
の
普
及
に

ぞ
・
ん
・
じ
・

ガ
ス
ふ
ろ
が
ま
、
ガ
ス
湯
沸
器

等
の
設
置
工
事
の
欠
陥
に
よ
る
ガ

ス
事
故
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
、

「特
定
ガ
ス
消
費
機
器
の
設
置
工
事

の
監
督
に
関
す
る
法
律
」
(通
称
「
特

監
法
」
)
が
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り

、

排
気
筒
が
必
要

な
ガ
ス
湯
沸
器
や
ガ
ス
ふ
ろ
が
ま

を
、
室
内
に
取
付
け
る
場
合

は
国

家
資
格
を
も
っ
た
人
が
立
合
っ
て

正
し
い

施
工
の
指
示

、

監
督
を
行

い
施
工
の
あ
と
監
督
者
が
表
示
ラ

ベ
ル
を
貼
付
す
る
こ

と
に
な
っ
て

関
す
る
関

係
機
関
の
業
務
に

協
力

し
、

障
害
の
あ
る
方
々
の
よ
ろ
ず

相
談
に
応
じ
る
と

言
う
こ
と
で
あ

り

ま
す
。

で
・
す

い
ま
す
。

今
後
、
ご
家
庭
で
排
気
筒
が
、
必

要
な
ガ
ス
湯
沸
器
(
小
型
湯
沸
器

を
除
く
)
や
ガ
ス
ふ
ろ
が
ま
を
室

内
に
取
り
付
け
た
時
や
取
り
替
え

た
時
は
、
表
示
ラ
ベ
ル
が
貼
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
あ
な
た
自
身
、
が
確

か
め
、
安
心
し
て
ガ
ス
機
器
が
使

え
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い

。

{
問
い
合
わ
せ
先
}

四
国
通
商
産
業
局
環
境
資
源
部

環
境
資
源
謀

・
公
益
事
業
部
ガ
ス
-諜

(2
0
8

7

・
8

3
1

・
3

1
4
1

)

役
場

・

社
会
福
祉
協
議
会
等
へ

行
け
ば
相
談
に
応
じ
て
く
れ
ま
す

が
、
そ
こ
へ
行
く

ま

で
の
橋
渡
し

と
し
て

、

気
軽
に
こ

の
制
度
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

川
内
町

の
相
談
員
は
次
の
方
々

で
す
。

O
菅
原
熊
友
(
八
幡
)

E
9
6
6

・

2
2
9
2

O
日
野
一
雄
(
則
之
内

)

8
9
6
6

・

2
2
7
5

2
9
6
6

・

5
7
0
1

O
田
部
広
明

(市
場
)

包
9
6
6

・

2
0
5
3

〈表示ラベルの例)

信之ガス消費安器司位誼ム事司監督に
出する2担草6条町規定による表示

工Z包事主持掠亙者:の}"';.;巴活三 I T乏EL ELZミイ量 =-~J可J
2;<;:...吉 - 5寸E ヰ

監昔者町長名 | 欠F一，七、、可、!

貢 ?喜Eの吾三 ~62 í?ÎCOOO! 
U22U| 給排出冶二三
高工三月 E 平え \C年半月 I " 

係

(
2
9
4
1

・

2

1
1
1

内

線
3
3
4
4

)



9月@行事

由愛媛学セミナー
“街道が結ぶ

川内のくらし"
口日時 9 月 12 日 (土 )

口場 所 川内町中央公民館大ホー ル

口テーマ わがふるさと 愛媛学

~街道が結ぶ川内のくらし~

口主催 愛媛県生涯学習センター

川内町 教育委員会

口日程

13 :00~ 13 : 30 受付

13 : 30~ 13 :40 開会あいさつ

13 :40~ 14:40 対談講演

県外前 師:小山靖浩': (和歌山大学名誉教授 )

県内講師 : 高市俊次(県立松山東高等学校教諭) : 

14 :40~ 14: 50 休憩

14: 50~ 16 :30 ワー クショップ

{地元の方々 4 人の発表と討論]

コーデイ ネー タ ー : 高市 俊次 (県立松山東高学

校教諭)

地 元発表者 : 名越 保ー(川内 111] 老人 クラ

ブ連合会副会長) ・

酒井 孝(川内 11収化財 保護 :

•••••••••••••••• 
平成10年度

温泉郡身体障害者福祉大会

及び健常者とのふれあい広
場並びに身体障害者生活行
動訓練事業

• 
. 口日時 9 月 25 日 (金)

: 9 時 ~ 14時
・ 口場 所 川 内 11日中央公民館•••••••••• 

iJ~'L泉郡身体障害者補1il:大会及び健常者とのふれあい

広場は、 j晶泉郡三 111] で !II直次実施され、 今年度は川内 IlIT

てf一円、ます。

身体障害者生活行動訓練事業は、川内 1 11] で久しぶり

に実施され ますが、 主な内容は次のとおりです。

①補装具の装着訓練及び研修会

②更生訓練講座

障害者が健常者とともに社会生活を営営.むために必

嬰な日常生活自立訓練

③結婚相談

•••••••••• 

未婚障害者の結婚にほ!する相談

※障害者の皆さん、 是非ご参加l くださし、。 なお 、 十

全病院に ご協力お願いしており ま す。

審議委員会会長)

山本アツ子 (川 内 111] 婦人会長) . _"""",. 

幽俊充 ( 111 1判桜花塾塾頭) : ....dJ盟副
口参加申込・問い合わせ先 ・竃泊~

-j 老人、ー、止大人褐方 zミ
川内 111]"教育委員会 (社会教育謀) fi966-4721 

第9国公民館安涜;~みん毎宮支える長寿の志ろこび~

三世代: 口日時 9 月 15 日 ( 火)

qロ‘v町友会 j 口場 所
口日時 9 月 6 日 ( 1三1 ) 

午前 8 11寺30分~ 開会式

午前 9 時00分~ 試合開始

口場所 ふれあい広場

• 
受 付 午前 8 1 1寺 10分~午前 9 時00分

開会式 午前 9 時00分

川 内町 仁|こI央公民館大ホール

口主催

••••••• 川内町



筒

受賞作「悲J

字書部門) に選ばれました。

熊田さんは、毎日展に出展をはじめて、今年で11

年目ですが、初挑戦の年を除いて毎年入選か秀作賞

を受賞。 11年目の今年、初の “毎日賞"に輝きまし

た。 おめでとうございます。

公民館交流 砂

バレーボール大会
7 月 19 日、公民館交流バレーボール大会が勤労者体

育センタ ー (一部) 、川上小学校体育館 (二部) 、 で開催

されました。

暑さの中の熱戦でしたが試合結果は以下のとおり です。

力メラレポート

4毎日書道展

“毎日賞"に熊固さん
日本最大の規模と伝統を誇る第50回毎日書道展で熊田

慶ーさん (森) が公募部門最高の賞である“毎日 賞" (大

: (一部男子) (一部女子) (二部男子) (二部女子) : 

1 優勝南方東部公民館優勝南方西部公民館優勝北方東部公民館優勝河之内公民館 1 

1 準優勝河之内公民館準優勝南方東部公民館準優勝横灘団地公民館準優勝町東部公民館 | 

川内町交通安全母の会
4 表彰されるノ

7 月 28 日、 県庁で開催された平成10年度愛媛県交通

安全母の会連合会総会において、交通安全運動に功労

があ ったとして川内町交通安全母の会 (会長山本アツ

子さん) が表彰されました。

総会の後の推進大会では、 川内町交通安全母の会会

長の山本アツ子さんが、 交通茶屋で交通安全運動を呼

びかけているなどの実践活動を発表しました。



力メラレポート

7 月 25 日、 26 日に木次 1 1ITスポーツ少年団が

川内 IJlT を訪れました。

中央公民ri'l~i で， I~月 会行事が行われた後、団員

は、それぞれ民泊先に移動し 、 各家庭で交流

を涼めました。

翌 日は、 川上小学校で、交流試合(バ レ ーボ

ール ・剣道)を行いましたが、 屋外競技のソ

フ ト ボールは間天のため中 止 し、勤労者体育

センターでバドミン ト ンと ド ッチボールで汗

を流しました。

交流試合の後は、全員でバーベキューをし

て楽しみました。

木
決
中
学
校
・

川
肉
中
学
校
支
流
会

ス川
ボ肉, I8J 

X 木
孟決
団町
歩司E
~ 

涜
~ 

7 月 31 1::1 、 8 月 1 1:::1 、 )11 1大l 中学校の生

徒が木次町を訪れ、木次仁1:1学校の生徒と

交流しました。

初日は、 生徒会交流、lIi~スポーツ交流

。

第42固愛媛夏季大学惨
8 月 1 日、 タ レ ントの宮尾すすむ氏をお招きして 、 愛媛夏季

大学が開催されまし t:. o I人生に夢を 心に健康を 」 と題した前

演では、自らの失敗談(倒産 、 [1日航など) を織り交ぜながら

「人生振りかえらず 、 前向きに生きょう」と 聴衆に語りかけて

いました。

で汗を流した後、 おろちゆったり館で入浴。

さっぱり した後、健康の森バーベキューハウ

スで夕食をとり、政は 、 花火やゲームをして

交流を深めました。

翌日には、お互いに気心 も長i] れ、テニスや

パター ゴル フなどをして楽しみました。

，. .，叩出 民地/ 貨殖県教育委員会・ )IIP



力メラレポート

8 月 8 日、 川上小学校体育館で夏休み恒例の少年球

技大会が開催されました。

今年は、参加10チーム、 105名がレク リ エーション

バレーボールで競い合いました。

試合結果は、 以下のとお りです。

優勝 準優勝 第 3 位
南方東部チーム 西谷エースチーム 町西部チーム

東奇ガンバチーム

第21困則肉町 砂

同和寂育冊究?と会
8 月 9 日、中央公民Éi'I~ で、第21 回川内町同和教

育研究大会が開催されました。

大会では、小・中学生の人権作文の発表、 川

内中学校ブラスパンド部の演奏が行われた後、

3 人の外国の方をお招きして「私の目からみた

日本人」と題したシンポジウムが聞かれ、改め

て“日本人"について考えるよい機会となりま

した。

‘司f"司

十l

愛媛県中学総体で準優勝した川内中学校サッカ一

部は、初戦高知 (中村) と対戦。 l 対 O でJJ券ち、続

く、準決月寿では、市恵島 (徳島) に 2 対 1 で惜しくも

敗れましたが、四国ベスト 4 の好成績でした。

‘第25困問肉町

少年球技?と会

《8
閏
q
l
m
日
v

中
牢四

国
総
体
育
'
除
、
ゆ
る
〆

渡部さやかさん

徳島の会場で行われた水泳競技で、 は、

川 内中学校の渡部さやかさんが出場し、

800m I~I 由 11~で 7 位、 正100m 自由形で 5 位

の好成績を収めました。



力メラレポート

‘全国高校総体{イ:々一，、ィ}

剣道で活躍。..さ九H優安選手1:1
8月 6~8 日、松山市総合コミュニティセンタ 一体育館で行われた全国高

校総体 ( インターハイ ) 剣道で、個人戦、 県勢最高の

ベスト 16、団体戦でも大将としてベス ト 8 入りに貢

献した新田高校剣道部主将の勇圭一選手が優秀選

手にìl!fばれました 。

おめでとうございます。

川i，ト牢核スポー‘V少年団
"7ト:t:-IL部砂
金固ベスト161

8 月 7 日、滋賀県守山市の守山市民公園で男女合わせて 119

チ ー ムが参加 して第12回全日本小学生男女ソフトボール大会が

行われました。

骨マースI)-IL 惨
小児成人病を予防しようと、夏休みを利用して、サマ

ースク ールが開催されました。 ( 7 月 23 ~ 25 1:1 と 8 月 20 日 )

はじめにボディーチェックを受けた後、食べ物の話を

聞いたり、実際に水泳などに取り組んだりして、からだ

にいい食事や運動について勉強し、改めて自分たちの生

活習慣を見直しました。

1'¥ 

勇圭一 選手

愛媛県代表の川上スポーツ少年団ソフトボー

ル部は、 8 日、椋本スポーツ少年団 (三重) と対

戦、 4 対 2 で初戦を突破しました。 9 日 の 2 回

戦では、前年度準優勝の中山スポーツ少年団 (鹿

児島 ) と対戦。 息詰まる投手戦を制し、 4 対 O

で勝ち、ベス ト 16に名乗りを上げました。

10 日の 3 回戦では、ベスト 8 をかけて姫路イ

ーグレット (兵庫 ) と対戦しましたが、 健闘及

ばず I 対 3 で残念なが ら ベスト 8 に進出はなり

ませんでした。

全国大会初出場でベス ト 16の好成靖、 おめで

とうございます。



チ
ャ
リ
テ
ィ
金
で

優
勝
旗

去
る
平
成
九
年
十

一月
十

六
日
、
川

内
町
体
育
協
会
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
部
主
催

に
よ
る
「
十
二
時
間
チ
ャ
リ

テ
ィ
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル

大
会
」
で
集
ま
っ
た
チ
ャ
リ
テ

み
ん
な
の
広
場
に
登
場
し
て
い
た
だ
く
方
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

「
こ
の
人
」
「
満
一
歳
お
め
で
と
う
」

な
ど
の
ほ
か
身
近
な
話
題
、
情
報
を
役
場
総
務
課

広
報
係
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い

。

8
9
6
6
・

2
2
2
2

イ
金
を

、

中
予
児
童
施
設
会
(
会
長
黒

「
施
設
に
い
る
子
ど
も

田
和
幸
氏
)
ノ\

た
ち
の
ソ
フ
ト
、
ボ
l
ル
関
係
の
た
め
に

役
立
て
て
く
だ
さ
い
」
と
贈
っ
た
と
こ

ろ
、

そ
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
金
で
毎
年
中
予

管
内

の
五
施
設
に
よ
る
対
抗
の
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル

大
会
の
優
勝
旗
を
製
作
し
た
旨

の
報
告
と
礼
状
が
届
き
ま
し
た
。

写
真
の
と
お
り

、

り
っ
ぱ
な
優
勝
旗

が
で
き
あ
が
り

、

ソ
フ

ト

ボ
ー
ル

大
会

も
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。川

内
保
育
園
で

七
夕
ま
つ
り

七
月
十
八
日
、
川
内
保
育
園
で
恒
例

の
七
夕
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

七
夕
飾

り
が
揺
れ
る
会
場
に

は
、
子

ど
も
た
ち
が
大
好
き
な
綿
菓
子
や
た
こ

か
き
氷

、

金
魚
す
く
い
な
ど
の

や
き

、

夜
店
が
ず
ら
り
と

並
び
、
順
番
を
待

つ
子
ど
も
た
ち
で

(代
)

丈
油
会

表
川
d
h
7
社

八
月
例
会
報池

川
明
谷

選

新
盆
や
漬
物
上
手
に
あ
り
し
人

お
私
の
清
持

奉
仕
や
蝉
時
雨

へ
ス
ト
セ

ラ
|

一
タ
丸に
読
み
ぬ
夜
の
秋

品
川
持
、
生
る
る
み
な
紘
一
で
肩
の
、
一
ハ
地
蔵

畑
の
物
息
吹
5

返
す
反
り
梅
雨

ニ
年
自
の
結

願
寺
や
秋
、
一
地
路

病
む

母
の
愛
の
し

め
り
や
-
反
り
梅
雨

郭
公
の
戸
附
く
山
の
句
会
か
な

え
え
や
水

道
水
で
戯
る
児
等

少
年
の
黒
さ
項
や
玉
の
汗

道
の
葉
に
'
身
を
乗
せ
鳴
け
る
栓
か
な

片
言
の
お
し

ゃ
べ
り

問
ゆ
金
魚
玉

前
山
の
葉
を
吹
・
3

飛
ば
し
・
初
嵐

地
口
火
子

菅
好

美

岬

渡
部
栄
樹

戒
能
多
喜

田
中
笹
子

大
下
典
子

渡
部
て
る
み

菅
好
美
代

渡
部
五
月

好
中
加
寿

和
田
節
子

宇
和
川
悠

h淀

川池
川
明
谷

0廃食油石けんづくりの講習
日時が決まり次第、お知 らせいたしま

す。 健康センタ ー の駐車場で行います。

とても簡単です。

どなたでも 、 いらっしゃってください。

( ゴム手 ・ 長そで ズボンで)

0人権問題学習会
9 月 10 日 (木 ) 14: 30~ 16 : 00 

中央公民館第 l会議室で江口いとさん

の詩を読み学習し ま す。

どなたでも ご参加 ください。

0 9 月 EMボカシづくり
9 月 27 1:1 ( 日 ) 午後 7 時30分より

中央公民館大ホール

引くの野菜づくりに利用して健康づく

りをいたしましょうよ 。

おさそい合わせてご参加ください。

あ
ふ
れ
で
い
ま
し

た
。

~婦人会から~

子
ど
も
た
ち
は

、

こ
の
後
、
盆
踊
り

や
子
ど
も
太
鼓

、

花
火
な
ど
で
楽
し

い
夏
の
夜
を
過
ご

し
ま
し
た

。



TOP/C TOU1 

束
中
村
で夏

ま
つ
り

八
月
九
日
、
東
中
村
教
育
集
会
所
で
、

子
ど
も
会
の
夏
ま
つ
り
行

事
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

陽
が
傾
い
た
頃
か
ら
、
な
か
よ
し
ク

ラ
ブ
の
会
員
に
よ
る
綿
菓
子
、
た
こ
や

き
、

か
き
氷
の
夜
店
が
ス
タ
ー

ト

。

子

ど
も
た
ち
も
集
ま
り
は
じ
め
ま
す

。

は
、夜

婦に

人
会
会

員
手

e

つ

く
り
の

お
で
ん

や
お
に

炉
式
」
h
リ
、

冷
し
そ

つ
め
ん

満

な
ど
も
振
る

舞
わ
れ
た
ほ

か
、
花
火
な

ど
で
楽
し
み
、

大
人
と
子
ど

も
の
楽
し
い

親
睦
会
と
な

り
ま
し
た

。

老
人
ク
ラ
ヲ
、
が

竹
ボ
1

キ
づ
く
り

町
内
各
地
区
か
ら
の
選
り
す
ぐ
り
の

竹
ボ
i

キ
づ
く
り
名
人
が
集
ま
り
、
八

月
十

一
日
、
老
人
憩
い
の
家
で

竹
ボ
ー

キ
づ
く
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

さ
す
が
に
名
人
は
手
際
が
よ
く

、

短

時
間
の
問
に
み
ご
と
な
竹
ボ
1

キ
を

完

成
さ
せ
ま
し
た

。

で
き
上
が
っ

た
竹
ボ
i

キ
は
、

早
速

公
共
施
設
な
ど
に
配
ら
れ
ま
し
た

。

こ

の
竹
ボ
l

キ
づ
く
り
も
、
こ

の
日

の
仕
上
げ
作
業
だ
け
で
な
く
、

二
月
の

竹
切
り
に
始
ま
り
、
校
集
め
、
柄
の
加

工
な
ど
準
備
作
業
に
時
間
と
手
聞
が
か

か
り
ま
す
。

、
:
ご
-
、
司
「
什

J
、
司

、
レ
ヤ

+
J
F、
日
」

A
-

J

し
ナ

'
J
f
'
L
v
J
/
FTl
」
吋
1
1

式
、

t
hv

ナ
'
L
V

ト
し

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

。

生「
←
ド

ん
9

や
月

ち

9

こ
子
(

な

那
・

円
H
H

ヵ

・
判μ

元気い っ ぱいの加那ちゃん。

思いやりのあ る優 しい子に育ってね。

( 父 ・ 母よ り )

川
柳
も
づ
く
吟
社
八
月
例
会
報

喜
撰
亭
選

タ
イ
:
、
ン
グ
良
く
て
終
電
滑
り
込
み

渡
部
佐
久
良

間
延
び
し
た
返

事
で
や
っ
と

燥
を
上
げ

佐
々
木
胡
舟

同
食
を
止
め
て
下
が

っ

た
血
糖
値

都
築
径
貴
子

日
本
間
は
イ

羊

の
匂
う
お
茶

の

席

前
掛
け
の
汚
れ
が
示
す
忙
し
さ

同
平
岡

汚
れ
て
も

我
慢
相
手
は

ツ

バ
メ
の
巣

真
剣
な
瞳
頑
固
な
父
も
祈

れ

田

中
篠
森

一，
美
登
里

真
っ
す
く
に

投
げ
て
よ
こ
し
た
子
の
意
見

田
の
岡
田

州

お

互
い
に

真
意
を
さ
く

る

廻
り
道

呉

川
匂
の
花
が
嬉
し
い
見

妹
客

一
呼
吸
ニ
呼
吸
お

く

と
ぼ
け

役

点
滴
の
問
仲
良
く
な
る

喰

山

本
高
岡

山
本
ひ
ろ
志

高
瀬
主
ロ

採
亭

日
時

九
月
例
会
御
案
内

日
初
F町F

r
 

コ

I
\
工
、
3

-
w
山
口
』
H

4
9

4
F
炉
供
担

九
月
五
日

(土
)
午
後
七
時
半

兼
題

千
羽
鶴
・

歩
く

・

輩

そう

奏くん
( 9 月 28 日 生)

直三E
近藤

奏くんI歳おめでとう 。
優 しくて強い子に育ってくださ い。

(父 ・ 旬よ り )

来 月 号は、 10月生まれの ipfij 1

歳児を募集します。 9 月 5 日ま

でに役場総務課広報係まで写真

とコメントをお寄せください。 義
国

間
休舟

元子

峯
紫
川方

J苧
ご日
Ijl!え

1'¥ 



イプブ才メ/ジョブ

母
子
家
庭
お
よ
び
寡
婦

自
立
促
進
講
習
会
(
パ

ソ
コ
ン
)
受
講
生
募
集

口
/-{ 科

ソ

コ
ノ

目

(
表計
算
部
門
2

級

資
格
取
得
講
座
)

口
講
習
期
間

9

月
辺
日
1

ロ
月
日
日
ま
で

(お
回
、
位
時
間
)
毎
週
火
・

金
曜
日
の
午

前
日
時
か
ら
午
後

3

時
ま
で

口
受
講
対
象
者

ω
母
子
家
庭
の
母
、
若
し
く
は

そ
の
子
女

ω
年
齢
は
お
お
む
ね
ぬ
歳
ま
で

ω
ワ
ー

プ
ロ

経
験
者

口
募
集
人
員

叩
名
(
応
募
者
多
数
の
場
合
は

選
考
の
上
決
定
し
ま
す
)

口
受
講
料

無
料
(
教
材
費
は
自
己
負
担
)

口
実
施
場
所

松
山
市
中
一
万
町
7

の
3

愛
媛
県
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

口
申
し
込
み

9

月
比
日
ま
で
に
印
鑑
を
も
っ

て
愛
媛
県
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

ノ\

口
問
い
合
わ
せ

愛
媛
県
田
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

2
9
3

1

・

1

0
2
2

交
通
安
全
メ
ッ
セ
ー
ジ

「
と
ど
け
熱
い
想
い
」

作
品
募
集

口
募
集
テ
ー
マ

あ
な
た
か
ら
大
切
な
人
へ
の
交

通
安
全
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
作
品
に
し

て
く
だ
さ
い

。

高
齢
と
な
っ
た
お

父
さ
ん

・

お
母
さ
ん
へ
、
運
転
中

の
恋
人
へ
、
こ
ど
も
か
ら
父
、
妹

か
ら
兄

、

妻
か
ら
夫
、
孫
か
ら
お

じ
い
ち
ゃ
ん
、
そ
の
ほ
か
、
優
し

い
運
転
手
さ
ん
の
思
い
出

、

ま
た

は
、
乱
暴
な
ド
ラ
イ
バ

ー

へ
の
怒

り
の
こ
と
ば
な
ど
、
心
に
残
る
交

通
事
故
を
防
ぐ
た
め
の
ひ
と
こ
と

、

ひ
と
コ
マ
を
送

っ

て
く
だ
さ
い

。

幅
広
い
自
由
な
発
想
を
表
現
し
て

く
だ
さ
い
。

芸
術
性
と
感
性
を
プ

ラ
ス
し
た
感
動
の
作
品
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す

。

特
に
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

に
関
す
る
も
の
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

口
募
集
作
品

「
命
の
大
切
さ
」
「
家
族
愛
」

「
思
い
や
り
」
「
や
さ
し
さ
」
な

ど
交
通
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
必

要
と
考
え
る
も
の
を
表
現
し
た

も
の
や
イ
メ

ー

ジ
的
な
も
の
。

①
心
に
残
る
「
熱
い
想
い
」
の
ひ

少
」
守'}
シ
」

漢
字
か
な
混
じ
り
で

1

0
0

字

以
内
。

散
文
、
韻
文
等
表
現
形

式
は
自
由
。

体
験
談
で
も
な
ん

で
も
結
構
!

ラ
ジ
オ
放
送
も
予

定
(
用
紙
は
ハ
ガ
キ
、
便
護
)

②
心
に
残
る
「
熱
い
想
い
」
の
ひ

介
」
コ
マ

イ
ラ
ス
ト
、
漫
画
、
写

真
等
。

メ
ッ
セ
ー
ジ
付
き
で
も

O
k
-



(用
紙
の
大
き
さ
は
、
イ
ラ
ス
ト

等
が
A
3

判
程
度
、
写
真
は
全

紙
)

※

注
意
事
項

l

作
品
ご
と
に
、
住
所
、
氏
名

(ふ
り
が
な
)
、
年
齢
、
電
話
番

号
、
職
業
(
児
童
、
生
徒
、
学

生
の
方
は
学
校
名
と
学
年
)
を

末
尾
(
ひ
と
こ
と
部
門
)
又
は

裏
面
(
ひ
と
コ
マ
部
門

)
に
明

記
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
作

品
製
作
に
当
た
っ
て
の
エ
ピ
ソ

ー
ド
な
ど
を

添
付
し
て
い
た
だ

く
と
幸
い
で
す
。

口
応
募
資
格

プ
ロ
、
ア
マ
を
問
わ
ず
誰
で
も

応
募
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
未

ff 
"、，乙よくL " んりな革t
1~ fJ^ 官、1.. \7 1 ct' \.1

いじれる亡 百モうし L 円[， 1:

さつい r"人1.I" l7\ c;.Q....l

幸がえ耳Zは.， f.:.. ;在品』ちゃん 1る

命令苗突許試丈ヨ号車I~

?のょにつ礼亡いか刊\..1'";:，

一一宮ãiら村レ由苛i患のd心.!~

ミ二百ー匂\' 1... h 1#1.) 

Tó ã) ろ ψ仰いZτも

患が尚三つ
cnll\:1l)~ん lê才みスヨ占，ILユ l'ð- J f<.乙

発
表
作
品
に
限
り
ま
す
。

愛
媛

県
以
外
に
居
住
の
方
も
大
歓
迎
。

口
応
募
規
定

作
品
は

一
人
何
点
で
も
応
募
可

能
で
す
。

応
募
作
品
の
返
還
は

し
ま
せ
ん
。

応
募
作
品
の
著
作

権
等

一
切
の
権
利
は
主
催
者

等

に
あ
り
ま
す
。

口
送
り
先

松
山

市
南
堀
端
町
2

の
2

愛
媛
県
警

察
本
部
内
「と
ど
け
熱
い
想
い
」

作
品
募
集
係

(問
い
合
わ
せ

包

一丁
7
9
0

・

8
5
7
3

9
3
4

・
0

1

1
0

内
線
2
2

口
募
集
期
間

口
月
初
日
ま
で

(
当
日
消
印
有

効
)

なðlちゃんE返しtよ

み九百の"'tj且し℃よ
もう諺も
抱くにつれt いお{f 1~ ， C
お守リ-r::~')r.:.苗邑い得吾こ

CÞ t:baJ .))ド包んら

主主告ら:c. J1..., C....... r;.t:" 

前回最優秀賞 (心に残ったで賞)



イプブ才メ/ジョブ

-
人
権
相
談
所

口
日

時

9

月
2

日
附

午
前
山
時
1

午
後
3

時

口
場
所

川
内
町
中
央
公
民
館

口
相
談
内
容

差
別
や
い
や
が
ら
せ
、
家
庭
問

題
や
隣
近
所
と
の
も
め
ご
と
、

い
じ
め
の
相
談
な
ど
日
常
生
活

の
困
り

ご
と

口
相
談
担
当
者

川
内
町
人
権
擁
護
委
員

(
相
談
無
料

・

秘
密
厳
守
)

園
高
齢
者
の
人
権
問
題
に
開

国
す
る
2
寺
司
電
舌
目
炎

・
-
i
d
-
-日
恒

μ
冨
言
木
・
=
=
ロ

口
日
時

9

月

口
日
同

午
前
9

時
1

午
後
9

時

口
相
談
電
話
(
フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル

)

ハ
U
1
ょ

っ
ム
ハ
U

・
ハ
U
つ
L
Fh
u
・

に
d
Fh
d
nU

口
相
談
内
容

高
齢
者
の
扶
養

、

介
護
、
独
居
、

社
会
参
加
等
高
齢
者
の
人
権
問

題
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談

口
相
談
担
当
者

人
権
擁
護
委
員
、
弁
護
士
、
法

務
局
職
員

(
相
談
無
料

・

秘
密
厳
守
)

口
主
催

松
山
地
方
法
務
局

、

愛
媛
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会

口 ・・・・・日教い
時育じ
可相め

日炎・
な
3や

み
等
0) 

毎
週
月

・

火
・

水
・
金
曜
日

午
前
8

時
却
分
1

午
後
5

時

口
場
所

中
央
公
民
館
2

階
教
育
相
談
室

口
内
容

い
じ
め

・

登
校
拒
否
等
教
育
上

の
悩
み
に
つ
い
て

、

本
人
ま
た

は
保
護
者

・

関
係
者
か
ら
の
相

火
火

口
相
談
員

渡
部
良
温
教
育
相
談
員
が
相
談

に
応
じ
ま
す

。
(無
料

・

秘
密

厳
守
)

口
電
話
相
談

(E
9
6
6

・
6

1

5
0

)

功
g

d
y持
母

-
障
害
者
雇
用
促
進
月
間

9

月
は
、
「
障
害
者
一
雇
用
促
進
月

間
」
で
す
。

ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
松

山

(松
山

公
共
職
業
安
定
所
)
で
は

、

関
係
機
関

・

団
体
等
の
協
力
を
得

て
障
害
者
の
雇

用
促
進
の
た
め
の

運
動
を
積
極
的
に
展
開
し
て
お
り

ま
す
。

一
人
で
も
多
く
の
障
害
者
が
働

く
職
場
を
得
て
社
会
参
加
が
で
き

ま
す
よ
う
、
事
業

主
を
は
じ
め
関

係
者
の
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご

協

力
を
お
願
い
し
ま
す

。

口
問
い
合
わ
せ
先

ハ
ロ
i

ワ
l

ク
松
山

(松
山
公

共
職
業
安
定
所
)

包
9
3
2

・

、

l

l

〆

l

G

I

G
-
ぃ
紺
7
4

・

2

1

」

-
障
害
者
雇
用
継
続
助
成
金

事
業
主
に
雇
用
さ
れ
た
後
に
労

働
災
害

、

交
通
事
故
等
に
よ
り
身

体
障
害
者
と
な

っ

た
労
働
者

(い

わ
ゆ
る
中
途
障

害
者
)
を
継
続
し

て
雇
用
す
る
た
め
に
必
要
な
施
設

等
の
設
置
を
行
っ
た
り

、

職
場
復

帰
を
促
進
す
る
た
め
に
職
場
適
応

措
置
等
を
実
施
し
た
事
業
主
に
対

し
て
費
用
を
助
成
す
る
制
度
で
す

。

O
中
途
障
害
者
作
業
施
設
設
置
等

助
成
金

雇
用
を
継
続
す
る
た
め

施
設
や

設
備
の
設
置
、
整
備
を
行
う
事

業
主
の
方
に

施
設
の
設
置
等
に
要

第
1

種

す
る
費
用
の
れ

限
度
額
は
、
障

害
者
l

人
に
つ

き
4 
5 
0 

に施万
要設円
すや
る設
費備
用の
の賃
2/3 借

第
2

種

限
度
額
は

、

中
途
障
害
者
l

人

に
つ
き

、

月

日
万
円

(
3年
間
)

O
重
度
中
途
障
害
者
職
場
適
応
助

成
金

重
度
身
体
障
害
者
(
短
時
間
労

働
者
を
含
む
)
及
び
ぬ
歳
以
上
の

身
体
障
害
者
の
職
場
復
帰
を
促

進
す
る
た
め
職
場
適
応
措
置
を

実
施
す
る
事
業
主
の
方
に
中
途

障
害
者
l

人
に
つ
き
月

3

万
円

(短
時
間
労
働
者
2

万
円
)
(
3

年
間
)

ま
た

、

障
害
者
を
新
規
に

一履
い

入
れ

、

又
は
継
続
し
て
雇
用
す
る

場
合
に
も
各
種
の

助
成
金
制
度
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す

。

(
詳
し
く
は
、

制
愛
媛
県
障
害
者
雇
用
促
進
協
会

2
9
3

1

・
7
1

3

ー

ま
で
)

a画‘

.9月三却の収集目・
清掃センター 電話 966-4989 

1.もえるとみ

収集曜 日 収集地域 収集日又は収集変更日

東谷・ 西公

月 ・ 木 土谷 ・ 滑川・奥松瀬川 変更な し

ー時 天神 (山田団地を除く )

北方東 ・北方酉 9月 1 5 日 (火 ) は
週 火・金

南方東 ・南方西 9月 16 日 (水 ) に収集

水・土
町西・ 町東(天神 を除く) 9月 23 日 (水 ) は

山田団地・償灘団地・前松瀬川 9月 24 日 (木) に収集

2 .もえないごみ・粗大ごみ

収集地域 ガラス・空ビン類 空き缶等金物類 粗大ζみ

東谷・西谷

土谷 ・ 滑川・奥松瀬川 9 月 1 4 日 ( 月 ) 9 月 28 日 ( 月 ) 9 月 17 日 (木 )
天神 (山田団地を除く)

北方東・北方西
9 月 B 日 (火 ) 9 月 22 日 (火 ) 9 月 1 8 日 (金 )

南方策・南方西

町西 ・ 町東 (天神を除く )

山田団地 ・ 横灘団地 9 月 9 日 (水) 9 月 30 日 (水 ) 9 月 16 日 (水)

前松瀬川



健康センターかう

9 健康晴J報
-健康センター n966同2191

・畑』班長罷週

0歯科検診
日時 9 月 22 日 (刈

受付午前 9 時~ ll時
午後 I 時~ 3 時

健康センター 2 階

1 歳~就学前の幼児
歯科診察、フッ素 - サ
ホライド塗布、ブラ ッ
シング指導

母子健康手帳、 歯ブラ
シ、コ ッ プ、タオル

所
児
容

象
場
対
内

持参品

キヰ 金 200円
0 3 歳児健診
日時 9 月 24 日 (木)

受付午後 l 時 ~ 2 H寺
場 所 健康センター 2 階
対象児 平成 7 年 1 月 ~ 3 月生

まれの幼児
内 容 身体計測、 小児科診察 、

歯科診察、保健指導 (栄
養 ・ 歯科)

持参品 旬子健康手帳、アンケ
ート (事前に送付します。 )

O子育て教室
日時 9 月 30 目 。.j<)

午前 9 時30分~ 12時
場 所 健康センタ- 2 階
対象児 平成 8 年 4 月 ~ 6 月生

まれ ( 2 歳 3 ヵ月 ~ 5

ヵ 月児)
持参品 匂子健康手帳、歯ブラ

シ、コ ッ プ、タオル、
アンケー卜

内 容 1 ) 講話「元気な歯を
つ く ろう」
ブラッシング指導

講師歯科衛生士
2 ) 手作りおやつ試食

O乳幼児相談
日 時 毎週水曜日

・E司焼碍Eヨ・

場

受付 午前 91時 ~ 12時
所 健康センター l 階

国子健康手1 1辰
身体計iWj 、 育児相談

(注) 申 し込みが必要ですので、保健婦 ま で
ご連絡下さ い。

EI~圭~~暴悪笥.

8 月 27 日に基本健診、女性健診を受診さ
れた方の結果を個別にお返 しし ます。
日 時 9 月 25 日倒

午後 l 時30分~ 3 時
場 所 健康セ ンタ -2 階

集団指導室

-:~=J;理問医詔温

日 |検診内容 | 受付時間 |場所

1 日伏) 1 胃・大腸 |午前7:30~ 9:00 1 主雲所
3 日同 |胃 |午前7: 30~ 9:00 I 健康
o 日同 卜 一 一 一 一一ー- --ー ト ー ー ー一一 一 - ~有

11 日樹 |大腸 ・子宮 |午前7: 30~ 10:00I :;三
18 日 (金) 1 享L ・甲 1犬目皐 I I /' 

検診料金
毎年9月は、「がんílllJ圧月 1 : \ Jj
です 。
「検診は、あなたの体の通
知表、きちんと受けてがん予
防」をスローガンにかかげて
u 、ま -9ー 。

申込みされていない方も、
上記日程で受診できますの
で、 1lli康センターまでご了連絡
寸マさし、o 'i!立言円 966-2191 

持参品
内容

EFヨE蓬主聖書.

0いきいき健康講座
テーマ 「食べるダイエ ッ ト j
日時 9 月 28 日 (月)

午後 l 時30分~ 3 時
場 所 健j東センタ- 2 階

講 師 栄養士
白石敬子先生

園長ヨE蓮i瑞酒

0健康相談・栄養相談
血圧測定、 尿検査を行っ てい
ます。 健康に関する ことはお気
軽にご相談下 さ い。

日 時 毎週水曜日
午前 9 時~ 12時

場 所 健康センター l 階

運動指導室
。こころの健康相談

精神的に不安定だっ た り 、お
年寄り の痴呆等の相談をお受け
しています。
日 時 9 月 24 日附

午前 9 時~ 12時
場 所 健康センター及び家庭

訪問
(注) 予約制ですので、 事前に保
健婦までご連絡 |ごさ い 。

のと明
記

ノ
J
l

国

昨
4

b

じ
円

J

機

。
日

~
荘

る
す
曜
時

ヤ

よ
ま
水

1

ラ

に
い

週
後
リ

士

て
毎
午

ガ

I
E

法
つ

圃
-
療
行

時
所

閉
園
学
を

開
幽
理
練

聞
圃

訓

日
場

胃がん検診

大腸がん検診

子宮がん検診

宇しがん検診

甲状腺検診

700円

500円

600P:j 

300円

300円

-~.:m闘E掘調闘j~U_

日 時 毎週月 曜 日
午前 8 時30分~ 10時

場 所 健康セ ンタ ー
持参品 印鑑、 登録を し ている犬は鑑札

予防注射 済票

9 月の当番医

日 当番医 イ主 所 電 話

6 日
氷 山 内科 松山市北梅本l町

976 

( 1ヨ H程日 ) 1788 

13 日 友愛 内科・
松 山 市水 泥 |町

976一

( 日 H程日 ) ノl 、 児科 6262 

1 5 日 i也 J I I 内 平|
重 信|町志 津 川

964 ー

(敬老の日 ) 神経内 平| 7787 

20 日 11主部内 手| 松山市南梅本IHJ
975一

( 日 11翌日 ) 2232 

23 日 藤石病院 重信 |町志 津 川
964 ー

(秋分の 日 ) 1234 

27 日
国立控養所愛媛南院 重信|町横河原

964-
( 日 l曜日 ) 2411 

(診療時 lilJ 午前 S 時30分、午後 5 時30分)

日 日寺 対象児 と 注意事項

、ソ 9 月 2 日 (羽 3 ヵ 月 ~ 4 歳の者。
* 2 日後は控、ツベルタリン反応判定を しま す。反 午後 2 時 ~ 3 時 * 入浴 えてくだ さい。

B 9 月 4 日幽 3 ヵ 月 ~ 4 歳のン者反。応、
C * ア ベル ク リ 判定を行い 、 I~会|生の者のみBCGを
G 午後 2 時~ 3 1待 接種しま す。

千重 9 月 8 日閃 3 ヵ 月 ~ 7 歳 6 ヵ 月の者

キ 百 日ぜきにかかっ た こ とのしあ出るて方受はけ二て種下混さ合し ( ジフ混 午後 2 fI寺 ~ 3 時 テ リ ア ・ 破{毎風) を受付 で申
ノ口¥ 

。場 所 健康セ ン ター 2 1íHi 。持参品 母子健康手帳、 予防按種手帳、 f*iJiI，~j-



Photo 

表紙の写真

8月 9 1:1 開催 された同和教育研究大会で、「私の

目からみた日本人」と題したシンポジウムが行

われました。

3人の外国人の発表は、 国際化がま だ ま だ進

んでいない日本を実感したシンポジウムでした。

人

( 8 月 1 日現在)

11 ，037人 (+12人)

5，226人 (+ 1 人 )

5，811 人 ( +11 人 )

町の動き

口

男

女

(+ 3戸 )

戸籍の窓
( 7 月受付 分 ・ 敬称11陪)

3 ，723戸世帯数

役
場
庁
舎
建
設

現
在
の
役
場
庁
舎
は

、

滑
川

・
明
河
地
区
を
編

入
し

、

町
制
を

施
行
し
た
昭
和
三
十

一
年
に
建
て

ら
れ
ま
し
た
が
、
こ
の

写
真
は

、

庁
舎
建
設
当
時

の
様
子
を
写
し
た
も
の
で
す
。

写
真
は
、
庁
舎
正
面
よ
り
撮
ら
れ
て
い

ま
す

が
、

当
時
、
役
場
庁
舎
の
周
辺
は

田

ん
ぼ
が
広
が
る
凹

園
地
帯
で

、

緑
の
中
に
そ
び
え
る
白
亜
の
庁
舎
は

、

ま
ぶ
し
か

っ
た
そ
う

で
す
。

渡
部
昌
彦
さ
ん
提

供
)

(
宮西

な
つ
か
し
の
写
真

を
募
集
し
て

い
ま
す
f

役
場
総
務
課
広
報
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

住所 氏 名 年齢 死亡の日 世待主

上 1i'J; 高須賀チヱ子 88 7.9 高品U'i (1ド行

徳 ゴ口ー 竹内俊夫 80 7.11 竹内 俊夫

河之内音111 高岡スヱ 88 7.15 高 |司 j孝夫

坂 渡部手IJ計 56 7.23 i度音11 平 IJ計

河之内音日| 近藤賢二 62 7.23 近藤賢二

iñr之内音 EEI 佐伯貞r& 88 7.29 佐伯俊二

女ごめい福をお祈り いたします

り
ま
し
た

。

は
、 今

年
(J) 
官~
?<-

熱
い
夏
と
な

例
年
は
高
校

野
球
に
熱
く
な
る
の
で
す
が
、
今

年
は
、
中
学
総
体
、
高
校
総
体

、

全

国
小
学
生
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル

大
会
な

ど
、
川
内

の
子
ど
も
た
ち
の
活
躍

で
、

当
の
子
ど
も
た
ち
は

も
ち
ろ

ん
、
応
援
の
大
人
た
ち
も
熱
く
な

り
ま
し
た

。

こ

の
夏

、

子
ど
も
た
ち
は
大
舞

台
で

一
回
り
も

二
回
り
も
成

長
し

、

大
人
た
ち
は
、
後
援
活
動
の
中
で

今
ま
で
に
な
い
深
い
つ
な
が
り
が

で
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

。

一
段
と

a画‘

編集/) 1 1内町総務課

干 791-0393 愛媛県温泉郡川内町大字南方286番地

TEL (089) 966-2222 

印刷/岡田印刷
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川
内
町
の
西
の
玄
関
口
、
横
河
原
橋
と
新
横
河
原

橋
と
の
聞
の
河
川

敷
が
整
備
さ
れ

、

H

茶
堂
西
古
市
河

川
公
園
H
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

建
設
省
が
親
水
護
岸
を
、
そ
の
上
の
河
川
敷
を
川

内
町
が
公
園
に
整
備
し
た
も
の
で

、

花
壇
に
は
コ
ス

茶
堂
西
古
市
河
川
公
園

ガ
ザ
ニ
ア
、

ル
ド
な
ど
の
花
が
、

ポ
ー

チ
ュ
ラ
カ
、

マ
リ
l

ゴ
1

モ
ス
、

桜
の
も
と
に
は
芝
が
植
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
新
し
い
河
川
敷
の
公
園
に
は

、

夏
の
夜
、
東

屋
で
涼
を
と
る
人

、
散
歩
を
楽
し
む
人
を
よ
く
見
か

け
ま
す
。


